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１．研究の目的 

 パシッブハウスは NZEB 目標を実現する基本である。建物の恒温恒湿性を求めるため、
PCM や調湿建材など温度・湿度を自立で調整できる建築材料が実建築への応用しつつ
である。 

 実際の外気条件と室内温熱条件において、調湿建材と PCM を併用することでどの程度
日間温度と湿度の変化を抑制できるのかに対して、PCM 調湿材の性能評価が必要とな
る。 

 本研究では、一定の温度で環境の湿度変化に対する応答を調湿建材の評価指標として
決められ、環境の温度・湿度を同時に変化して潜熱蓄熱調湿建材の調温・調湿指標を
提案し、調温調湿の性能評価とする 。 

 
 
２．研究の方法 
  本研究では、まず調湿性能が優れる建材の三種類（無機の鉱物質、珪藻土、生物質系）のサ
ンプルを用い、小型チャンバーの中で、各材料の吸放湿変動特徴を実験で明らかにする。 

実験設置として、各材料のサンプルは電子天秤の上に置いて、自制の密閉ガラス箱の中に
入れ、また、恒温槽の中に置いて、密閉ガラス箱内の温湿度変動によって、調湿建材の重量変
化を経時的に計測する。図１は実験設置のイメージ、図２は実際の写真を示している。自制の
密閉ガラス箱の下に飽和塩溶液を十分入っている。調湿建材の平衡含水率を ISO 12571-2013
に従って測定する。 
 

 
 
 
 
 

図‐１ 実験設置のイメージ                図‐２ 実際の写真 
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  恒温槽は２３℃に設定し、表１に各塩溶液は飽和状態になるときの相対湿度を示している。
異なる飽和塩溶液を変わるによって、密閉ガラス箱内０－１００％空間に５点の相対湿度を選
んで、各材料は等温状態の平衡含水率曲線を実験で得る。含水率μは下式で計算できる： 
     μ＝（ｍ－ｍ₀）/ｍ₀， 

このうち、m は安定した材料の質量; ｍ₀ は絶乾状態材料の質量。 
 
 

表‐１ 各塩溶液は飽和状態における相対湿度 
 

 
 
 
 
 
 
次に、材料の調湿指標 MBVを提案し、吸湿放湿実験データより各材料の調湿性能を比較する。

各材料は日周期の最大吸湿量や放湿量を図３のように示す、NORDTESTで提出した MBV指標を参
照で、本実験で各材料の調湿建材の評価指標を下の式で定義する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図‐３ 日周期の最大吸湿量・放湿量 

 
 
 

 
 
 
すなわち、調湿指標は日周期空間中サイクル湿度の変化において、単位面積の材料の最大吸

湿・放湿量が周囲相対湿度の差を除く。 
 

 また、PCM 調湿材料：パラフィン（相変化温度：45℃～48℃）や十二アルコール（相変化温
度：20℃～24℃）のマイクロカプセルを真空で調湿材料表面から吸着や注入し、PCM 調湿材の
サンプルを作成する。材料の蓄熱放熱性能を調べるため、調湿指標のように、実験や分析を進
む計画がある。 
 
 
３．研究成果 

実験結果として、図４に各材料の平衡含水率曲線を示す。無機の鉱物質パネルの吸湿と放
湿は各湿度範囲ともほぼ同じに対して、珪藻土と生物質系パネルの放湿は吸湿より明らかに遅
れている。また、生物質系パネルの湿容量は明らかにほかの二種類材料より高くなっており、
良い蓄湿性能を期待できる。 
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a) 無機の鉱物質 

 
b) 珪藻土 

 
c) 生物質系パネル 

 
図‐４ 各材料の平衡含水率曲線 



図５に中湿域(55%-75%)各材料単位面積の吸湿量を示す。珪藻土はある程度吸放湿性能を持
つから中国で健康内装材として盛んでいるが、実際塗った１ｍｍの厚さでわずかの吸放湿性能
が現れた。無機の鉱物質パネルとした実験ではＩＮＡＸの製品エコカラットを用い、日本では
調湿機能を持つ建材として認定されるが、７ｍｍの厚さでは約珪藻土の２倍の吸湿量を得た。
生物質パネルは農産廃棄物として、近年断熱材で使われてきたが、吸放湿性能が注目されてな
い。今回の実験で、実際の厚さ（５０ｍｍ）の半分でも無機の鉱物質パネルの約４倍の吸湿量
を得た。非常に優れる調湿性能をもつ生物質パネルは今後の建築中でサステナブルな建材とし
て活用することが期待できる。 

 
図‐５ 中湿域各材料単位面積の吸湿量(55%-75%) 

 
 
  上記の実験による MBV値を算出し、下記に示す。 
 

MBV（生物質パネル）：1005 (kg/m2/%RH) 
MBV（無機の鉱物質パネル）：350 (kg/m2/%RH) 
MBV（珪藻土）：175 (kg/m2/%RH) 

 
 上記の調湿指標によって、生物質パネルの調湿性能はは珪藻土の約７倍であり、無機

の鉱物質パネルは珪藻土の２倍となる。 
 PCM 材料の調温性能も上記のような指標を提案しようと計画である。 
 調湿材料とマイクロカプセルを混ざって、PCM調湿材の調温調湿性能を期待している。 
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6．要約(Abstract) 
 
 
研究課題名 潜熱蓄熱調湿建材の性能評価に関する研究 
研究代表者名 張会波（上海交通大学） 
要約(700 文字以内)・図 

 

パシッブハウスは NZEB 目標を実現する基本である。建

物の恒温恒湿性を求めるため、PCM や調湿建材など温度・

湿度を自立で調整できる建築材料が実建築への応用しつつ

である。本研究では、一定の温度で環境の湿度変化に対す

る応答を調湿建材の評価指標として決められ、環境の温

度・湿度を変化して潜熱蓄熱調湿建材の調温・調湿指標を

提案し、PCM 調湿材の調温調湿性能の評価を目的とする。 
まず、三種類調湿材（無機の鉱物質、珪藻土、生物質系）

のサンプルを用い、小型チャンバーの中で吸放湿実験を行

った。実験に基づいて、調湿指標 MBV を用い、各材料の日

周期の調湿性能を比較した。また、PCM調湿材料：パラフィ

ンや十二アルコールのマイクロカプセルを真空で調湿材料

表面から吸着や注入し、PCM 調湿材のサンプルを作成した。

材料の蓄熱放熱性能を調べるため、調湿指標のように、こ

れから実験や分析を進む計画がある。 

今までの結果として、調湿指標 MBV の結果より、生物質

パネルの調湿性能はは珪藻土の約７倍であり、無機の鉱物

質パネルは珪藻土の２倍となることが分かった。調湿材料

とマイクロカプセルを混ざって、PCM 調湿材の調温調湿性

能を期待している。 
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